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岡山市周辺の吉備高原に分布する古第三系「山砂利層」と海成中新統＊

Paleogene“mountain gravels”and marine Miocene sediments on the Kibi Plateau in the north
of Okayama City, southwest Japan

概　要

吉備層群（いわゆる「山砂利層」）は，ほとんど中～大礫サイズの亜円礫

からなる，谷埋め成の地層である．時代決定に有効な化石は得られず，更

新統とされていたが，稀に挟まれる凝灰岩層を対象とするフィッション・

トラック年代測定によって，地層の定義や対比が行えるようになってきた．

いくつかの堆積期があることが分かってきたが，岩相では区別しがたく，地

層区分は高密度の踏査による地層の追跡が必要である．各層の基底は，地

層を構成する礫を運んだ当時の河の谷地形を示す．この復元された古地形

は，底からの比高が150m以上に達する深い谷地形である．これは一般的な

沈降を続ける堆積盆に形成された地形より，むしろ後背地側の地形である．

すなわち吉備層群には，一般的な沈降する堆積盆の地層に対する区分や定

義の方法とは異なる，新しい取り組みが必要であり，堆積の要因について

も考えなくてはならない．これらは案内者一同を悩ませ続けている課題で

あり，見学旅行を通じて議論をいただきたい．
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見学コース

８：30 岡山駅西口出発→岡山市北部→吉備中央町賀陽→岡山市北部→18：00 岡山駅解散

見学地点

Stop 1（34˚ 43´ 47˝ N，133˚ 52´ 25˝ E）模式地における吉備層群富吉層の露頭（岡山市富吉）

Stop 2（34˚ 48´ 48˝ N，133˚ 54´ 26˝ E）基盤岩類と吉備層群津高層との関係（岡山市御津町箕地）

Stop 3（34˚ 48´ 07˝ N，133˚ 48´ 56˝ E）吉備層群津高層の露頭（岡山市御津町宿）

Stop 4（34˚ 49´ 16˝ N，133˚ 47´ 44˝ E）吉備層群富吉層の支流相（吉備中央町加茂川竹部）

Stop 5（34˚ 48´ 18˝ N，133˚ 40´ 45˝ E）吉備層群を覆う中新統有漢層の露頭（吉備中央町賀陽西）

Stop 6（34˚ 49´ 44˝ N，133˚ 39´ 42˝ E）凝灰岩層を挟む有漢層の露頭（吉備中央町賀陽上竹）

Stop 7（34˚ 46´ 36˝ N，133˚ 50´ 12˝ E）凝灰岩層を挟む吉備層群津高層の露頭（岡山市山上矢田）

Stop 8（34˚ 45´ 43˝ N，133˚ 50´ 11˝ E）礫岩と炭質泥岩および凝灰岩からなる矢金層の露頭（岡山市杉谷矢金）
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はじめに

見学地域は吉備高原の一部にあたる．吉備高原に点在す

る，いわゆる「山砂利層」や中新統の堆積は，吉備高原を含

む中国山地の平坦面形成に関わるものとして注目されてきた

（例えば大塚，1937；岡田，1967，2004；多井，1975；阿子

島，1980；矢野ほか，1994）．「山砂利層」はルーズな岩質か

ら中新統または更新統とみなされていた（光野・大森，

1963；岡田，1967；阿子島，1980）．近年，この「山砂利層」

に挟在する凝灰岩層のフィッション・トラック年代（以下，

FT年代）が測定された結果，その大部分は始新統～漸新統

であることが明らかとなり，吉備層群と命名された（鈴木ほ

か，2003a）．吉備層群は河川成の礫岩を主体とする地層で，

基盤との不整合面の追跡から，化石地形（または化石谷）が

復元できる．すなわち吉備層群の各層は古第三紀の谷地形の

形成とその埋積によって形成されたものである．吉備層群は

陸水成の上部漸新統（矢金層；新称）または海成の中新統

（有漢
うか ん

層・日応寺
にちおうじ

層）に不整合に被覆される（今村，1966；

藤原ほか，2001）（第１図）．

一方，吉備高原および南方の瀬戸内海沿岸地域では，従

来，中新統第一瀬戸内累層群に含められてきた前島層や浪形

層などの海成層が化石の再検討により，始新統～漸新統であ

ることが明らかとなり（Matsubara，2002；田中ほか，2006），

倉敷市近郊ではこれまでに知られていなかった海成古第三系

の露頭も発見されている（Yamaguchi et al.，2008）．また，

広島県三次地域の下部中新統塩町累層に対比されてきた陸水

成層にも，FT年代の測定の結果，始新統～漸新統が含まれ

ることが明らかとなった（吉田，2002）．これらは年代的に

吉備層群に対比される可能性が高い（鈴木ほか，2003a；田

中ほか，2003；松原，2009）．

以上のように，吉備高原周辺の第三系の地質年代について

は近年，大きな改訂がなされており，これら第三系の地質時
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第１図　見学旅行コース周辺の地質図と見学地点．



代と堆積環境を明らかにすることは，中国地方の第三紀古地

理や古環境の変遷を知る上で重要である．本見学旅行では岡

山市北部の吉備高原に分布する古第三紀の河川成堆積物であ

る吉備層群と，これを不整合に被覆する陸水成上部漸新統お

よび海成中新統の主な露頭を見学する．

地形概説

見学地域の地形は大きく２区分できる．すなわち，いわゆ

る吉備高原面（残丘を含む）とそれを浸食するより新しい地

形である．第１図中に両地形の境界線を破線で示した．この

線より河川側が，浸食作用の活発な新しい地形の領域であ

る．吉備高原面の領域は，この境界線に囲まれて島状に残っ

ていることがわかる．吉備高原の地形に関しては岡田（2004）

による総説がある．本地域の吉備高原面は標高140m～400m

の小起伏地形である．河系模様は樹枝状をなす．この地域内

では大
おお

和
わ

山などの残丘が高まりをなしている．見学地域内で

は大和山が最も高く，その標高は608mに達する．それより

新しい地形は吉備高原面と遷急線で境される．起伏の大きい

浸食地形で，斜面の勾配は急であり，谷はV字型をなす．尾

根は尖頂状山稜をなし，尾根線はほぼ直線状で傾斜もほぼ一

定である．下流部の谷底では沖積層の堆積により平野が形成

されている．

地質概説

本見学旅行コース周辺の地域はほとんど先第三紀の基盤岩

からなり，それらを不整合に覆う第三系が所々に分布する．

基盤岩は舞鶴帯の堆積岩類，後期白亜紀流紋岩類，後期白亜

紀花崗岩類からなる．舞鶴帯の堆積岩はペルム系舞鶴層群，

下部三畳系大野層，上部三畳系金川層で構成され，それぞれ

泥岩や砂岩からなる．これらのうちで舞鶴層群の泥岩が分布

域の大部分を占め，その多くは花崗岩による接触変成作用を

被ってホルンフェルス化している．流紋岩類は岡山市日応寺

ほか吉備中央町黒山
くろやま

周辺などの比較的狭い範囲に分布する．

花崗岩類は地域内の基盤岩では最も優勢な分布をなす．

本地域内の第三系は，陸水成層からなる始新統～漸新統中

部の吉備層群と，それを不整合に被覆する陸水成の上部漸新

統（矢金層），および海成の下部～中部中新統（有漢層・日

応寺層）に大別される（第２図）．吉備層群はいわゆる「山

砂利層」からなる地層で，本地域に点在する第三系のほとん

どを占める．本地域内では２つの層からなるが，これらはい

ずれも礫岩主体であり，ほとんど類似した岩相をなす．円磨

された多様な岩石の礫からなる，当時の本流に堆積したと考

えられる相（本流相と呼ぶ）がほとんどであるが，角張った

限られた種類の岩石の礫からなる，当時の支流に堆積したと

考えられる相（支流相とよぶ）も一部に伴う．本層群は吉備

高原面とそれを浸食する新しい地形とに関わり無く分布す

る．これらを不整合で被覆する上部漸新統および下部～中部

中新統は，本地域内では岡山空港付近および地域北西部の吉

備中央町南東部の狭い範囲に分布するのみである．これらの

分布域は吉備高原面上に限られる．

１．始新～漸新統吉備層群（Kibi Group）

鈴木ほか（2003a）は吉備高原に点在する，従来，中新統

あるいは更新統と考えられてきた河川成の古第三系（いわゆ

る「山砂利層」）を吉備層群と命名し，岡山市北部の吉備層

群を放射年代と層序関係に基づき，富吉層と津高層に二分し

た（第２，３図）．鈴木ほか（2003a）では各化石谷を独立し

た堆積盆とみなして個別に層序区分を行ったが，本研究では

堆積年代が同じとみなせるものは，同一の地層として扱っ

た．そのため，鈴木ほか（2003a）が定義した，本調査地域

の北東約25kmの吉井町周匝
すさ い

付近に分布する周匝層は，本研

究では同じ時代に堆積したと考えられる富吉層に含める．

(1) 富吉層（Tomiyoshi Formation）

［命名］鈴木ほか（2003a）による．

［模式地］岡山市富吉周辺の丘陵地．
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第２図　岡山地域北部に分布する第三系の層序と年代．年代尺度
はWalker and Geissman (2009)による．1)は本研究，2)は鈴木ほか
（2003a）による．



［定義］吉備高原に分布する始新世後期頃に堆積した，谷埋

め成の礫岩主体の地層である．

［岩相・層厚・下位層との層序関係］模式地では下位から，

礫岩，炭層を伴う砂岩泥岩，礫岩の順で重なる（鈴木ほか，

2000）．礫岩は礫支持で，一般に中礫から大礫サイズの亜円

礫からなる．礫種は流紋岩が多く，他に古生代堆積岩，安山

岩，花崗岩など多様である．支流相と考えられる，礫種がご

く限られる礫岩も存在する．砂岩泥岩は礫岩を伴って上方細

粒化するユニットをなし，その最上部に石炭を伴うことがあ

る．基盤の先第三紀の岩石を削り込んだ谷を埋めて堆積して

いる．厚さは最大で100m以上ある．

［分布］岡山市富吉から北に，岡山空港西部，岡山市掛畑
かけはた

，

そしてより北西方の吉備中央町上
うえ

田
だ

東
ひがし

（地域外）へと断続

的に追跡できる．分布方向に対する幅は富吉では1.5kmほど

あるが，その他では500m程度あるいはそれ以下であり，細

長い分布をなす．富吉周辺では標高約80m～170m，掛畑周辺

では標高約230m～330mの範囲に分布し，北ほど分布高度を

増す．本層の基底と津高層の基底の高度を岡山市津高から富

吉付近で比較すると，より古い本層のほうが約100mほど高

くなっている．田中ほか（2003）による吉井川層（本地域の

北東に位置する久米南町に分布）は本層に含まれる．

［年代］本層のFT年代は35.8±1.3Ma（890522-1；付録１およ

び２の試料番号，以下同じ）と34.0±2.7Ma（910522-2）（誤

差は1σ；以下同じ）で，後期始新世を示す（鈴木ほか，

2003a）．吉井町周匝付近に分布する周匝層（鈴木ほか，

2003a）は本層と同時期の34.3±1.8MaのFT年代が報告されて

いることから，上述のように本層と同一の層に含める．

(2) 津高層（Tsudaka Formation）

［命名］鈴木ほか（2003a）による。

［模式地］岡山市津高西方の丘陵地一帯．

［定義］吉備高原に分布する漸新世に堆積した，谷埋め成の

礫岩主体の地層である．

［岩相・層厚および層序関係］本層も富吉層と同様に，模式

地では下位から，礫岩，炭層を伴う砂岩泥岩，礫岩の順で重

なる（鈴木ほか，2000）．岩相の特徴は富吉層と同様である．

しかし礫岩には石英脈の礫が２～３％含まれる．富吉層の礫

岩に含まれる石英脈の礫は１％程度である．石英脈の礫に

は，しばしば片岩の部分が付着していることがある．これら

は岡山県北部の三郡変成岩分布域が供給源と推定される．礫

岩が風化して，いわゆる「くさり礫」になっても，石英脈は

硬い礫として残っている．石英脈礫の割合の増加は，富吉層

からの再堆積が原因であると考えられる．一部に支流の崖錐

的な堆積物と考えられる，淘汰不良の角礫岩も存在する

（Suzuki，1996）．先第三紀基盤岩類のほか富吉の東方や掛畑

では富吉層を不整合に被覆する（第３図）．富吉東方の不整

合面直上は，石英脈や流紋岩の礫からなる淘汰不良の泥質礫

岩が覆い，さらに27.4±1.9Maの年代値が得られた凝灰岩を

挟む泥岩が重なる．不整合直上に，石英脈のほか流紋岩の礫

が多いのは，風化しにくい流紋岩礫が，下位の礫岩から再堆

積したものと考えられる．厚さは最大で160m以上ある．

［分布］２本の化石谷が復元される．一つは岡山市津高から

北に，同辛香
からこう

，同箕地
みのぢ

を経て地域外の久
く

米
め

南
なん

町宮地へと断続

的に細長く分布する（鈴木ほか，2003a，b；田中ほか，2003）．

この分布幅は津高で4.5kmと広いが，北ほど狭くなり，久米

南町では広い所で500m程度である．分布高度は津高で－20m

～100m，御津町では約40m～200mとなっている．もう一つ

は総社市福井から，同市足守
あしもり

，岡山市掛畑へと断続的に北に

続く．足守でさらに分岐し岡山市山上
やまのうえ

へと北東に続く分布

もある．これらの分布幅は足守で700m程度あるが北では掛

畑の広いところで300m程度と狭い．足守では標高10m（基底

はこれより深い）～160m，掛畑では標高180m～300mであ

る．田中ほか（2003）による旭川層（本地域の北東に位置す

る久米南町に分布）は本層に含まれる（鈴木ほか，2003b）．

［年代］津高から北に伸びる化石谷に分布する本層から，後

期漸新世を示す27.4±1.9Ma（951118-2）と27.1±1.5Ma

（941122-1）のFT年代が得られている（鈴木ほか，2003a）．
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第３図　岡山市富吉における富吉層と津高層の層序関係を示す地質断面図．鈴木ほか，（2003a）による．



また，総社市福井から北に伸びる化石谷を埋積する本層か

ら，新たに漸新世を示す29.4±1.8Ma（051125-1）のFT年代

を得た（付録２）．

(3) 未区分の吉備層群

上記のほか，地域西部の吉備中央町柏木から総社市日羽奥
おく

車
ぐるま

，さらに総社市秦
はた

にかけての山地には「山砂利層」が連

続的に分布している．これらの地域に分布する「山砂利層」

には今のところ凝灰岩層を認めていないが，吉備中央市柏木

付近で中新統海成層に不整合に被覆されることと岩相から，

吉備層群に含められる．この地層の基底の高度は南部の秦で

標高約80mである．この分布高度は富吉層のそれとほぼ一致

するため，富吉層に対比される可能性がある．また吉備中央

町竹
たけ

部
べ

西方の標高300m～350m付近にも「山砂利層」が分布

するが，この地層の連続や時代については未詳である．

２．上部漸新統および中部中新統

(1) 矢金層（Yagane Formation，新称）

岡山空港の東部および西部の小地域に礫岩と炭質泥岩およ

び泥岩砂岩からなる地層が分布する．この層準は岩相から今

村（1966）の日応寺第三系の下部層の上部に対比されると考

えられる．今回新たに炭質泥岩直下の凝灰岩層から後期漸新

世を示す24.6±1.1Maと25.6±0.9 MaのFT年代が得られ（付

録２），分布形態からも下位の津高層から区別されると考え

られることから，矢金層と命名する．

［模式地］岡山市杉谷～矢金間の山地．

［定義］吉備高原面上に分布する後期漸新世の陸水成層．

［岩相・層厚および層序関係］下位から礫岩，炭質泥岩を伴

う泥岩と砂岩，礫岩の順に重なる．模式地での礫岩の礫種は

多いものから，流紋岩，泥岩のホルンフェルス，花崗岩，石

英脈，安山岩と多様であるが，石英脈の礫を５～７％と多く

含む．日応寺東部での本層下部の礫岩はほとんど流紋岩（花

崗岩と安山岩を伴う）の角礫とアルコース質砂の基質からな

る．上部の礫岩は矢金のものと同様な組成である．泥岩は砂

質である．砂岩はアルコース質砂からなる．泥岩と砂岩には

厚さ数10cmの炭質泥岩層や凝灰岩層を伴う．本層の層厚は

最大で35mである．

本層は下位の先第三紀基盤岩を不整合に被うが，杉谷では

一部で富吉層を不整合に被う．現在では日応寺層のほとんど

が岡山空港工事のため失われたため，確認は出来ないが，今

村（1966）の地質図および柱状図（第４，5図）によると，

日応寺層（後述）が本層を覆うと考えられる．

風化に強い石英脈の礫の割合が津高層のそれよりさらに多

いことは，石英脈の礫が吉備層群からの再堆積である可能性

を示す．また吉備層群より層厚が薄いこと，および吉備層群

が吉備高原面地形とは関わり無く分布するのに対して本層は

海成の中部中新統と同様に吉備高原面上に分布することも，

吉備層群と異なる地層であることを示唆する．

［分布］岡山市日応寺周辺の吉備高原面上に散在的に分布す

る．まとまった分布をなす，矢金と日応寺東部では，いずれ
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第４図　岡山市日応寺周辺の地質図．今村（1966）による．１.黒雲母花崗岩，
２.黒雲母石英斑岩，３.日応寺第三系下部層，４.同上部層，５.衝上断層，６.断
層，７.化石産地，８.走向傾斜，９.バス停留場

第５図 「日応寺第三系」の模式柱状図．今村（1966）
による．



も標高220mから255mの範囲に存在する．

［年代］岡山市矢金の凝灰岩試料（070827-3）から新たに

24.6±1.1Maと25.6±0.9MaのFT年代が得られた．試料に含ま

れるジルコンは赤褐色を呈する自形結晶群と，褐色を呈する

結晶群があり，年代測定には前者を対象とした．後者のジル

コンは自発飛跡密度が異なり，異質ジルコンと考えられる．

本試料は異質ジルコンを含むので，測年対象とした赤褐色ジ

ルコンについてもその均質性を確認するため測定個数を増や

して２回測定を行ったが，結晶の均質性が確認され，年代値

もほぼ一致した結果が得られた．褐色を呈するジルコンは．

約50Ma と75Ma 以上の年代を示す（年代測定の計算からは

除外）．

(2) 日応寺層（Nichi^oji Formation）

［命名］今村（1966）により「日応寺第三系」と命名された

（第４，5図）．

［定義］今村（1966)は本層を淡水成の礫岩を主とし，上部に

砂岩・泥岩互層を伴う「下部層」と，礫岩を主とし，最上部

に海成の砂岩を伴う「上部層」に二分したが，「下部層」は

古第三系の富吉層および津高層，または矢金層に含まれるこ

とから（鈴木ほか，2003a），「上部層」のみを日応寺層とし

て改称・再定義する．

［岩相および層厚］下部～中部は礫岩から，上部は海生動物

化石を含む砂岩からなる．層厚は上限不明で約20mである．

［分布］岡山市日応寺付近に分布していたが，岡山空港の造

成時に掘削・整地され，ほとんどすべての分布域は消滅して

いる．日応寺衝上断層以南では標高255mから275mの範囲に

分布していた．基底の礫岩が厚さ数10cmほど残っていたが，

建築物が建ち現在では露頭を見ることは出来ない．日応寺衝

上断層以北では寺の南のおよそ200m四方の標高260mから

275mに，下部から中部のみ残っている．

［化石および年代］本層からは貝類，腕足類，ウニ類，フジ

ツボ類，大型有孔虫の化石が報告されている（今村，1966；

表1）．今村（1966）はStriarca (Estellacar) uetsukiensis (Hatai &

Nisiyama), Anadara valentula (Yokoyama),Solen tanozawaensis

Nomura, Mercenaria otutumiensis (Nomura & Hatai), Oxyperas

osawanoensis Tsudaなどの二枚貝類および大型有孔虫

Miogypsina kotoi Hanzawa（第６図）の産出から，本層を多

井（1958）およびTai（1959）の三次階下部（中新統）に対

比した．しかしながら貝類化石については図示・記載がな

く，また，貝類化石群集の属構成は岡山県津山地域に分布す

る中新統勝田層群や広島県三次・庄原地域のほか，中国山地

周辺に点在する中新統備北層群のもの（上田，1991；Taguchi，

2002）よりはむしろ，兵庫県淡路島の古第三系神戸層群岩屋

層や，香川県小豆島・豊島の土庄
とのしょう

層群のもの（たとえば糸

魚川，1983；水野ほか，1990）と類似する．したがって，本

層の年代は始新世-漸新世である可能性も否定できないが，

化石産地が失われている上に今村（1966）の参照標本の所在

も不明であるため，今日における検証は不可能である．ここ

ではMiogypsina kotoiの産出に基づき，本層を従来の見解どお

り下部中新統最上部～中部中新統最下部として扱う．
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表１ 日応寺層からの産出化石（今村，1966による）．



(3) 有漢層（Ukan Formation)

［命名］藤原ほか（2001）による．

［定義］高梁市有漢町周辺に点在するおもに海成層からなる

中新統である．

［岩相］模式地の高梁市有漢町有漢では下位から鈴
すず

岳
おか

礫岩部

層，山
やま

形
がた

泥質砂岩部層，下
しも

横
よこ

見
み

砂岩礫岩部層．畦
あぜ

地
ち

砂岩礫岩

部層，常
つね

山
やま

シルト岩部層の５部層に区分されている．鈴岳礫

岩部層は礫岩主体で砂岩泥岩をレンズ状に伴う陸成層であ

る．山形泥質砂岩部層はサンドパイプが多く生物擾乱の著し

い泥質砂岩からなり，貝類化石を多産する．下横見砂岩礫岩

部層は淘汰の良い粗粒から中粒の砂岩が主体である．弱く水

平に成層しており，一部礫質である．有孔虫化石Operculina

を産する．畦地砂岩礫岩部層も淘汰の良い粗粒から中粒の砂

岩が主体であるが，最下部に礫岩を伴い，下位の下横見砂岩

礫岩部層とは明瞭な浸食面で接する．常山シルト岩部層は砂

岩の部分もあるが，シルト岩が主体である．

［化石と年代］藤原ほか（2001）はGeloina spp., Anadara

(Hataiarca) kakehataensis Hatai & Nisiyama, Crassostrea gravites-

ta (Yokoyama), Hiatula minoensis (Yokoyama), Vicarya spp.,

Vicaryella ishiiana (Yokoyama), Tateiwaia tateiwai (Makiyama)な

どのArcid-Potamid動物群（津田，1965）を特徴づける貝類お

よび，大型有孔虫Operculina complanata japonica Hanzawaを報

告した．これらにより示される年代は前期中新世末～中期中

新世最初期である．また，今回新たに吉備中央町賀
か

陽
よう

上
かみ

竹
たけ

の

本層に挟在する凝灰岩層に対してFT年代を測定した結果，中

期中新世前期を示す15 .5±1 .0Maの値が得られた（試料

051125-2）．

第三系の対比

岡山市周辺の吉備高原地域に露出する第三系は，淡水成の

吉備層群と矢金層および海成の中新統の３つに区分できる．

吉備層群の各層は，いずれも谷埋め成の河成層である．岡山

市周辺では35～34Maの後期始新世（富吉層）と29～27Maの

漸新世中頃の地層（津高層）が存在する．これらの地層は近

年，中部始新統～漸新統であることが明らかとなった岡山県

牛窓
うしまど

地域の前島層や井原地域の浪形層，兵庫県三田・神戸

西・淡路島北部地域に分布する神戸層群などの地層に対比で

きる（尾崎・松浦，1988；尾崎ほか，1996；山本ほか，

2000；Matsubara，2002；田中ほか，2006）．

矢金層と海成中新統である有漢層および日応寺層は，吉備

高原面の小起伏地形の形成に関わる地層である．小起伏地形

の谷部に谷埋め的に堆積している．矢金層からは後期漸新世

を示すFT年代が得られた．有漢層と日応寺層は，得られた

FT年代とこれまでに報告されている化石から，広島県庄原・

三次地域の備北層群や岡山県津山地域の勝田層群に対比で

き，これら地層の年代は前期中新世末～中期中新世最初期で

ある（渡部ほか，1999；鈴木ほか，2003b）．

見学地点

Stop 1 模式地における吉備層群富吉層の露頭（岡山市富吉）

［地形図］１：25,000 「岡山北部」

［位　置］34˚ 43´ 47˝ N，133˚ 52´ 25˝ E

［解　説］いわゆる「山砂利層」の一般的な産状．丘陵地の

頂部に分布する．風化した礫岩の露頭．主に中礫サイズの亜

円礫からなる．礫種では流紋岩質な岩石が最も多く60～70％

を占める．流紋岩には溶岩，溶結凝灰岩ほか多様な岩相の火

砕岩が認められる．次いで古生層由来の岩石の礫が多い．こ

の中では，ホルンフェルス化した泥岩が最も多いが、砂岩や

片岩も認められ，まれに塩基性火山岩も含まれる．その次に

多いのは安山岩の礫で，数％から10％程度存在する．著しい

風化により，くさり礫になっていることが多い．花崗岩の礫

も認められることがある．石英脈の礫は吉富層では１％程度

含まれる．

Stop 2 基盤岩類と吉備層群津高層との関係（岡山市御津町

箕地）

［地形図］１：25,000 「金川」

［位　置］34˚ 48´ 48˝ N，133˚ 54´ 26˝ E

［解　説］ペルム系舞鶴層群の泥岩と漸新統津高層との不整

合（第７図）．不整合面は明瞭であり，基盤の泥岩は風化し

ていない．津高層の礫岩はここより西に約１kmの範囲に分

布し，さらに西には基盤の舞鶴層群が現れる．この付近で礫

岩の分布の最も高いものは標高200mまで達する．この露頭

より西では礫岩層の基底は標高50mまで追跡できるが，下限

はさらに地下に続く．不整合面の追跡から谷地形が復元で

き，津高層は谷埋め成の地層であると判断される．

Stop 3 吉備層群津高層の露頭（岡山市御津町宿）

［地形図］１：25,000 「東山内」

［位　置］34˚ 48´ 07˝ N，133˚ 48´ 50˝ E

［解　説］礫岩の産状（第８図）．この露頭は津高層のうち，

総社市から北に伸びて分布する地層の，上流部にあたるもの

と推定している．中礫～大礫サイズの亜円礫～亜角礫からな

る．インブリケート構造が認められ，ほぼ東から西への古流

向を示す．これは地質図から読み取れる化石谷の方向と調和

的である．
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第６図　「日応寺第三系」から採取されたMiogypsina kotoi
Hanzawa （今村，1966による）．



Stop ４　吉備層群富吉層の支流相（吉備中央町加茂川竹部）

［地形図］１：25,000 「東山内」

［位　置］34˚ 49´ 16˝ N，133˚ 47´ 44˝ E

［解　説］支流相の産状（第９図）．本流相の礫岩の分布とは

本露頭の東約200mで接していると推定される．ここでの本

層は，岩相上，下部と上部に区分できる．下部は基質支持で

ある．礫は花崗岩の巨礫と流紋岩の中礫から巨礫サイズの角

礫からなる．基質はアルコース質砂からなる．上部の礫岩は

礫支持である．礫は花崗岩，流紋岩，古生層の泥岩からな

る．基質はアルコース質砂からなる．上部と下部とも礫の淘

汰は悪い．このような砕屑物の組成から，堆積物はこの付近

の花崗岩が優勢な限られた地域からのみ供給されたことがわ

かる．すなわちこの地層は当時の支流で形成されたと考えら

れる．

Stop 5 吉備層群を覆う中新統有漢層の露頭（吉備中央町賀

陽西）

［地形図］１：25,000 「豪渓」

［位　置］34˚ 48´ 18˝ N，133˚ 40´ 45˝ E

［解　説］吉備中央町賀陽
かよ う

周辺では吉備層群（吉富層に相当

する可能性がある）の礫岩が，東西に1kmから500mの幅で南

北に約10kmと細長く分布している．中新統有漢層はそれよ

り狭い分布をなしている．吉備層群は地形区分と関わり無く

分布するが，中新統は吉備高原面の小起伏面のうち，北東―

南西方向の緩い谷底に沿って分布している．

本露頭では有漢層の堆積相と，下位の吉備層群との不整合

関係が観察できる（第10，11図）．吉備層群は礫岩と砂岩か

らなる．礫岩は中礫サイズの亜円礫からなり，礫種は多い順

に流紋岩，古生層の泥岩，安山岩，花崗岩，石英脈と多様で

ある．一方，有漢層基底の礫岩は中礫から大礫サイズの亜角

礫と中礫サイズの円礫から亜円礫からなる．亜角礫は流紋岩

がほとんどである．これらは周辺に広く分布する流紋岩の基

盤からもたらされたものと考えられる．円礫から亜円礫のグ

ループは，流紋岩が多いが石英脈の割合が高い．これらは下

位の吉備層群の礫岩から，風化に強い石英脈と流紋岩の礫が

再堆積したものと推定される．

有漢層基底礫岩の上位には，塊状の泥質砂岩が重なる．サ

ンドパイプが観察され生物擾乱が著しく，貝類化石を多産す

る．また，炭質物を多く含む．貝類化石としてはTateiwaia

tateiwai (Makiyama), Tateiwaia yamanarii (Makiyama), Vicarya cf.

yokoyamai Takeyama, Crassstrea aff. gravitesta (Yokoyama),

Cyclina cf. takayamai Oyama, Meretrix arugai Otukaを産するが，

保存は良くない

Stop 6 凝灰岩層を挟む有漢層の露頭（吉備中央町賀陽上竹）

［地形図］１：25,000 「豪渓」

［位　置］34˚ 49´ 44˝ N，133˚ 39´ 42˝ E

［解　説］有漢層の泥岩とそれに挟まれる凝灰岩層の露頭で
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第８図　Stop 3の露頭写真．津高層礫岩の産状．東からの古流向
を示すインブリケート構造が認められる．

第９図　Stop 4の露頭写真．富吉層支流相の産状．

第７図　Stop 2の露頭スケッチ．基盤の舞鶴層群と吉備層群津高層との不整合関係を示す．



ある（第12，13図）．泥岩中にはまれにVicarya? sp.の化石を

産する．今回，新たに凝灰岩試料（051125-2）に対してFT年

代測定を行い，中期中新世前期を示す15.5±1.0Maの値が得

られた．

Stop 7 凝灰岩層を挟む吉備層群津高層の露頭（岡山市山上

矢田）

［地形図］１：25,000 「東山内」

［位　置］34˚ 46´ 36˝ N，133˚ 50´ 12˝ E

［解　説］主に礫岩と泥岩からなる津高層の露頭（第14，15

図）．礫岩は亜角礫がめだち，舞鶴帯に由来する泥岩（北方

に広く分布する）の礫を多く含む．礫岩層はトラフ状斜交層

理を呈し，下限は明瞭である．チャンネルを充填した層と考

えられる．礫岩層がレンズ状で側方に連続しないことは，網

状河川での堆積を示す．泥岩中には凝灰岩の薄層が挟まれ

る．試料051125-1に対してFT年代測定を行い，29.4±1.9Ma

の前期漸新世を示す値が得られた．
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第10図　Stop 5の露頭スケッチ．吉備層群と中新統有漢層との不整合．両層の礫組成の違いも示す．

第11図　Stop 5の露頭写真． 第13図　Stop 6の露頭写真．

第12図　Stop 6の露頭スケッチ．中新統有漢層の泥岩に挟まれる
流紋岩質凝灰岩．FT年代測定用試料の採取位置を示す．



Stop 8 礫岩と炭質泥岩および凝灰岩からなる矢金層の露頭

（岡山市杉谷矢金）

［地形図］１：25,000 「東山内」

［位　置］34˚ 45´ 43˝ N，133˚ 50´ 11˝ E

［解　説］矢金層中部の炭質泥岩と凝灰岩および同層上部の

礫岩が観察できる（第16，17図）．これらは基盤の花崗岩に

アバットする．礫岩の礫は円礫から亜円礫のものと亜角礫の

ものからなる．円礫から亜円礫のグループは流紋岩がほとん

どを占め，安山岩礫を伴う．石英脈の礫が礫全体の数％～

10％近く含まれる．このように高い割合を示す石英脈の礫

は，より古い時代の礫岩からの再堆積が考えられる．一方亜

角礫のグループは古生層泥岩と花崗岩の礫である．これらは

周辺の基盤からもたらされたと推測される．

本研究で凝灰岩試料（070827-3）に対してFT年代測定を行

い，24.6±1.1Maと25.6±0.9Maの後期漸新世を示す値が得ら

れた．
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第14図　Stop 7の露頭スケッチ．吉備層群津高層の網状河川堆積相． FT年代測定用試料の凝灰岩採取位置を示す．

第16図　Stop 8の露頭スケッチ．矢金層の中部から上部． FT年代測定用試料の採取位置を示す．

第15図　Stop 7の露頭写真．
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第17図　Stop 8の露頭写真．
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付録１

測年試料の記載

試料番号051125-2（新記載）黒雲母流紋岩ガラス質凝灰岩

泥岩に被われる厚さ１mの塊状凝灰岩である．肉眼ではわずかに緑色を帯びた灰白色の塊状凝灰岩である．顕微鏡下ではガラ

ス片，結晶片ともに径0.03-0.15 mmで微小である．全体の95 vol%をガラス片が占め，結晶片（石英・斜長石・カリ長石・黒雲

母等）は５ vol%で乏しい．

試料番号070827-3（新記載）黒雲母流紋岩ガラス質凝灰岩

炭質泥岩に挟まれる厚さ約40cmの塊状凝灰岩である．肉眼では灰緑色半透明で蝋のような触感を持つ．顕微鏡下では粘土化し

たガラス基質が全体の90 vol%以上を占め，径0.05 mm 位の石英・長石・黒雲母を少量含む．

試料番号941122-1（鈴木ほか，2003aのNo. 5）流紋岩結晶凝灰岩

泥岩層に挟在する厚さ約10 cmの連続性の悪い凝灰岩．肉眼では淡灰褐色を呈し，径0.2-0.5 mmの白い軽石が認められる．顕

微鏡下では径0.03-0.15mmの破片状石英・斜長石・カリ長石結晶片が60％を占め，淡色の軽石片が約10%，褐色粘土化した基質が

約30%を占める．結晶片には角がやや丸みを帯びた砕屑粒子と思われるものを含み，また珪質岩と思われる岩片を少量含む．

試料番号951118-2（鈴木ほか，2003aのNo. 4）黒雲母流紋岩ガラス質粗粒凝灰岩

泥岩の上位に厚さ１ｍの塊状凝灰岩が重なっている．肉眼的には白濁した細-中粒砂様に見える．顕微鏡下では径0.1-1 mmの

ガラス片が80 vol%を占め，径0.1-1 mmの微小軽石と結晶片（石英・サニディン・斜長石・黒雲母）がそれぞれ10 vol%含まれ

る．ガラスは無色透明の気泡の破片状のものと褐色の丸い形状のものが含まれる．

試料番号051125-1（新記載）黒雲母流紋岩ガラス質凝灰岩

泥岩に挟まれる厚さ約30cmの塊状凝灰岩である．肉眼では灰褐色塊状緻密質で鈍い光沢があり，蝋のような触感を持つ．顕微

鏡下では大部分(95%以上)が粘土化したガラス基質からなり，結晶片として径0.02-0.06 mmの石英・斜長石・黒雲母をわずかに

含む．基質のガラスは径0.03 mm微小なバブルウォール状の形がかすかに認められる．

試料番号910522-2（鈴木ほか，2003aのNo. 3）黒雲母流紋岩ガラス質粗粒凝灰岩

泥岩に挟まれる厚さ約2mの塊状凝灰岩である．ツゲ類の葉片化石を含む灰白質の凝灰岩で，肉眼的には細砂のようなややざ

らざらした印象がある．顕微鏡下では径0.05-0.2mmのガラス片からなる基質が90 vol%を占め，径0.2-0.8mmの微小軽石と径0.05-

0.1mmの結晶片（黒雲母・石英・斜長石）をそれぞれ5 vol%含む．結晶片は角張っており，斑晶由来と考えられる．植物化石を

含むが砕屑粒子と認められるものは無い．

試料番号891005-1（鈴木ほか，2003aのNo. 1）角閃石黒雲母流紋岩ガラス質凝灰岩

崖錐生角礫岩中に挟在する厚さ約20cmの凝灰岩．肉眼では灰褐色塊状緻密質で，径１mm程度の白濁した微小軽石片が認めら

れる．基質は鈍い光沢があり，蝋のような触感を持つ．顕微鏡下ではガラス片からなる基質と軽石片が粘土化して全体が基質の

ように見える．結晶片として径0.03-0.15mmの石英・斜長石・黒雲母・角閃石（緑色）・燐灰石等を含むが，量的には2-3 vol%で

ガラス質の組成である．

試料番号890522-1（鈴木ほか，2003aのNo. 2）黒雲母流紋岩ガラス質結晶凝灰岩

礫岩中に厚さ約30cmの層状凝灰岩が挟在する．凝灰岩は３層に区分でき，下位ほど粗粒の結晶片に富む．測年試料は中位層

準から採取した．顕微鏡下での特徴は径0.02-0.06 mmの微細な石英・長石・黒雲母等の結晶片をやや多く含む（30 vol%）こと

で，基質（約70 vol%）は粘土化している．



岡山市周辺に分布する古第三系“山砂利層”と海成中新統 151
付
録
２




